




 

1.小児てんかんの実態調査(大田原俊輔) 

 てんかんの大部分は小児期に発症するものであり,その患者数は増加してい

るともいわれるが実態は不明である。治療体系の進歩により,多くのてんかんは

治療可能となっているが,これを放置すれば,正常な心身発達が阻害される。小

児期に十分な治療が行われれば,てんかんの激少が期待されるが,対索のために

は疫学調査が基礎となる。 

 このために,比較的患者把握ができやすい岡山県及び福岡県において,昭和

51 年度より,調査を開始した。 


